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地下鉄千代田線　赤坂駅（2番出口）
地下鉄南北線・銀座線　溜池山王駅（7番出口）
地下鉄千代田線　国会議事堂前駅（5番出口）
地下鉄銀座線・丸の内線　赤坂見附駅（11 番出口）

JR 山手線　原宿駅 /代々木駅
地下鉄千代田線・副都心線　
明治神宮前〈原宿〉駅
地下鉄副都心線　北参道駅
都営地下鉄大江戸線　代々木駅　
小田急線　参宮橋駅

JR 中央・総武線　飯田橋駅（西口）・市ケ谷駅
地下鉄東西線・半蔵門線・都営地下鉄新宿線　
九段下駅（1番出口）
地下鉄有楽町線・南北線・都営地下鉄新宿線　
市ヶ谷駅（A4出口）
地下鉄東西線・有楽町線・都営地下鉄大江戸線　
飯田橋駅（A2出口、A5出口）

JR 武蔵野線・南武線　府中本町駅
京王電鉄京王線　府中駅

JR 中央・総武線　飯田橋駅（西口）
地下鉄有楽町線・南北線　飯田橋駅（B2a 出口）
地下鉄東西線・都営地下鉄大江戸線　飯田橋駅（A4出口）

●日枝神社
〒100-0014
東京都千代田区永田町 2-10-5
TEL03-3581-2471　 FAX03-3581-2077
https://www.hiejinja.net/

●明治神宮
〒151-8557
東京都渋谷区代々木神園町 1-1
TEL03-3379-5511　FAX03-3379-5519
https://www.meijijingu.or.jp/

●靖國神社
〒102-8246
東京都千代田区九段北 3-1-1
TEL03-3261-8326　FAX03-3261-0081
https://www.yasukuni.or.jp/

●大國魂神社
〒183-0023
東京都府中市宮町 3-1
TEL042-362-2130　FAX042-335-2621
https://www.ookunitamajinja.or.jp/

●東京大神宮
〒102-0071　
東京都千代田区富士見 2-4-1
TEL03-3262-3566　FAX03-3261-4147
https://www.tokyodaijingu.or.jp/
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比
叡
（
日
枝
）
山
頂
に
鎮
ま
る
大
山
咋
神

の
神
徳
は
宏
大
で
、
平
安
末
、
江
戸
氏

の
館
に
祀
ら
れ
、
道
灌
は
江
戸
城
の
鎮

守
神
と
崇
め
、
家
康
は
将
軍
家
の
産
土
神

と
尊
崇
し
た
。
六
月
の
山
王
祭
は
天
下

祭
と
称
さ
れ
、
日
本
三
大
祭
の
随
一
と

さ
れ
た
。
維
新
後
、
皇
城
の
守
護
神
と

し
て
、
官
幣
大
社
に
列
格
。
皇
居
周
辺

の
都
心
の
氏
子
地
域
（
官
庁
街
や
銀
座
・

京
橋
・
日
本
橋
等
）
巡
行
の
神
幸
祭
は

夏
の
風
物
詩
と
し
て
知
ら
れ
る
。

大
國
魂
神
社

靖
國
神
社

明
治
天
皇
の
思
し
召
し
に
よ
り
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）に「
招
魂
社
」と
し
て
創
建
。

明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
現
社
名
に

改
め
ら
れ
る
。
国
の
た
め
に
命
を
捧
げ

ら
れ
た
二
四
六
万
六
千
余
柱
の
英
霊
が

祀
ら
れ
、
平
和
を
願
う
人
々
の
祈
り
が

絶
え
な
い
。
七
月
の
「
み
た
ま
ま
つ
り
」

に
は
英
霊
の
「
み
た
ま
」
を
慰
め
る
多

数
の
献
灯
が
灯
さ
れ
る
。
境
内
に
は
約

二
百
羽
の
白
鳩
が
舞
い
、
桜
の
美
し
さ

は
見
事
で
気
象
庁
が
指
定
し
た
東
京
の

桜
の
標
本
木
が
あ
る
。

東
京
大
神
宮

東
京
に
お
け
る
伊
勢
神
宮
の
遥
拝
殿
と
し

て
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
日
比
谷
に

創
建
。
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
現
在
地

に
移
り
今
日
に
至
る
。
伊
勢
神
宮（
内
宮
・

外
宮
）
の
ご
祭
神
で
あ
る
天
照
皇
大
神
と

豊
受
大
神
、
さ
ら
に
天
地
万
物
の
生
成
化

育
つ
ま
り
結
び
の
働
き
を
つ
か
さ
ど
る

「
造
化
の
三
神
」
も
あ
わ
せ
祀
る
当
宮
は
、

神
前
結
婚
式
を
創
始
し
世
に
広
め
た
こ
と

で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
縁
結
び
に
ゆ
か
り

の
深
い
神
社
と
し
て
良
縁
を
願
う
人
々
の

参
拝
も
多
い
。

日
枝
神
社

明
治
維
新
を
成
し
遂
げ
近
代
日
本
の
礎

を
築
か
れ
た
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后

両
ご
祭
神
の
聖
徳
を
永
遠
に
敬
仰
す
べ

く
、国
民
の
熱
意
に
よ
り
大
正
九
年
（
一

九
二
〇
）
創
建
。
約
七
十
万
㎡
の
境
内

は
全
国
か
ら
の
十
万
本
の
献
木
に
よ
っ

て
造
成
さ
れ
、
世
界
に
類
の
な
い
真
心

の
森
、
心
の
ふ
る
さ
と
と
親
し
ま
れ
て

い
る
。
六
月
、
ご
祭
神
ゆ
か
り
の
花
菖

蒲
が
咲
き
誇
る
さ
ま
は
み
ご
と
。
例
祭

は
十
一
月
三
日
（
明
治
天
皇
御
誕
生
日
・

文
化
の
日
）。

明
治
神
宮

神幸祭

みたままつりくらやみ祭豊寿舞（神前結婚式）

御苑

景
行
天
皇
四
十
一
年
（
一
一
一
）
の
創
建
。

大
國
魂
大
神
を
始
め
武
蔵
国
の
諸
神
を
お

祀
り
し
、
大
化
改
新
に
よ
り
武
蔵
国
府
が

置
か
れ
、
国
司
が
奉
仕
し
武
蔵
総
社
と
な

る
。
大
國
魂
大
神
は
出
雲
の
大
国
主
神
と

同
神
と
さ
れ
、
武
蔵
国
の
守
護
神
と
し

て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
五
月
五
日
に
執

り
行
わ
れ
る
例
大
祭
は
夜
間
に
神
輿
の

渡
御
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
「
く
ら
や

み
祭
」
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。（
現

在
は
夕
刻
よ
り
渡
御
）




